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ヤエヤマサソリとマダラサソリ ( クモ綱サソリ目 ) の波照間島からの記録
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E-mail: kawai.k.scorpion@gmail.com

要旨 . 日本在来種であるヤエヤマサソリ及びマ
ダラサソリを波照間島の調査で発見したので報
告する . 前者の島別分布域はこれで宮古島 , 伊
良部島 , 宮古島市下地島 , 多良間島 , 石垣島 , 西
表島 , 小浜島 , 竹富島 , 黒島 , 波照間島 , 与那国
島の計 11 島となり , 後者は石垣島 , 西表島 , 新
城 ( 上地 ) 島 , 波照間島 , 与那国島 , 父島 , 母島 , 
硫黄島の計 8 島となった .

はじめに

日 本 国 内 に は ヤ エ ヤ マ サ ソ リ Liocheles 
australasiae (Fabricius, 1775) と マ ダ ラ サ ソ リ 
Isometrus maculatus (De Geer, 1778) が分布して
いる ( 青木 2015). 両者共日本以外の国々にも分
布域を持つ種類であり , ヤエヤマサソリは南ア
ジアから東アジア , 東南アジア , オセアニアや
その周辺の島々 , マダラサソリは赤道を一周す
る様に世界中の熱帯 ･ 亜熱帯地域に広く分布し
ている ( 青木 2015). ヤエヤマサソリの日本国内
における分布域は琉球諸島であり , これまでに
宮古島 , 多良間島 , 石垣島 , 西表島 , 小浜島 , 竹
富島 , 黒島 , 伊良部島 , 宮古島市下地島 , 与那
国島の計 10 島 より確認されている ( 表 1; 岩
川 1906; 下謝名 1972, 2015; 高島 1942; 千木良 ･
田中 2004; 田中 2012; 唐沢 ･ 川添 , 2005; 河合 
2020). また , マダラサソリは , 国内では宮古諸島 
( 宮古島 ), 八重山諸島 ( 石垣島 , 西表島 , 新城 ( 上

地 ) 島 , 与那国島 ), 小笠原諸島 ( 父島 , 母島 , 硫
黄島 ) からの記録がある ( 表 2; 高島 1945; 下謝
名 1972; 横塚 2011; 山崎ら 2016; 村松 2007; 高島 
1943, 1948, 1949; 久保 2001). また下謝名 (1972)
には本種が伊良部島にも分布している話を聞い
たことがあるとの記載があるが標本を確認して
いない . 今回 , サソリ類の記録がなかった波照
間島より両種を発見したので , ここに報告する .

記録

Liocheles australasiae (Fabricius, 1775)
ヤエヤマサソリ 
( 図 1)

検討標本 . ♀, 体長 23mm, 沖縄県竹富町波照間
島 (24°3'44.84”N, 123°45'35.20”E), 標高 6m, 採取
日 2019 年 10 月 9 日 , 環境 道路脇の樹木の根元 , 
河合上総採取 , 個人保管 .

備考 . 今回採取された個体の体長は 23mm と
小型で , 体は扁平 , 後腹部が細長い . 鋏は扁平で
幅広く , 触肢膝節に突出している部分がある . 
櫛状板歯は円筒形で太短い . また , 頭胸部及び
前腹部の大きさが後腹部の大きさより大きい . 
これらは青木 (2015) によるヤエヤマサソリの特
徴と一致する . Hormuridae 科の性的二形として
オスは生殖口蓋が左右に分かれるのに対し , メ
スでは生殖口蓋が分かれないという違いがある 
(Monod & Volschenk 2004, Liochelidae と し て ). 
今回採取された個体は生殖口蓋が分かれていな
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島名 Island 文献 Reference
宮古島 Miyako-jima Island 下謝名 (1972)
伊良部島 Irabu-jima Island 河合 (2020)
下地島(宮古島市) 
     Shimoji-shima Island

河合 (2020)

多良間島 Tarama-jima Island 下謝名 (1999)
石垣島 Ishigaki-jima Island 下謝名 (1972)
西表島 Iriomote-jima Island 高島 (1942)
小浜島 Kohama-jima Island 千木良・田中 (2004)
竹富島 Taketomi-jima Island 田中 (2012)
波照間島 Hateruma-jima Island 本報告
黒島 Kuro-shima Island 唐沢・川添 (2005)
与那国島 Yonaguni-jima Island 河合 (2020)

表１. 日本国内におけるヤエヤマサソリの分布と初
報告文献.
Table 1. Distribution of Liocheles australasiae (Fabricius, 
1775) in Japan.

島名 Island 文献 Reference
父島 Chichi-jima Island 高島 (1949)
母島 Haha-jima Island 高島 (1943)
硫黄島 Iou-tou Island 久保 (2001)
宮古島 Miyako-jima Island 下謝名 (1972)
石垣島 Ishigaki-jima Island 高島 (1948)
西表島 Iriomote-jima Island 横塚 (2011)
新城(上地)島 Kamizi-jima Island 山崎ら (2016)
波照間島 Hateruma-jima Island 本報告
与那国島 Yonaguni-jima Island 村松 (2007)

表2. 日本国内におけるマダラサソリの分布と初記録
文献.
Table 2. Distribution of Isometrus maculatus (De Geer, 
1778) in Japan.



いので , メスと分かった .
 
Isometrus maculatus (De Geer, 1778)
マダラサソリ
( 図 2)

検討標本 . 幼体 , 体長 36mm, 沖縄県竹富町波照
間島 (24°3'44.78”N, 123°45'35.16”E), 標高 6m, 採
取日 2019 年 10 月 9 日 , 環境 樹木の根元の落ち
葉の下 , 河合上総採取 , 個人保管 .

備考 . 今回採取された個体の体長は 36mm と
小型で , 体背面に斑紋が散在している . 尾節に
毒針の他に突起を持ち , 鋏は細長く触肢膝節に
突出部分は無い . 櫛状板歯は細長い . また , 後
腹部の大きさが頭胸部及び前腹部の大きさよ
り大きい . これらのうち体長以外の特徴は青木
(2015) によるマダラサソリの特徴と一致する . 
体長の相違点に関しては今回採取された個体が
まだ幼体であった為だと考えられる . そのため , 
雌雄判別は不可能であった .
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図1. 波照間島から得られたヤエヤマサソリ.
Fig. 1. Liocheles australasiae (Fabricius, 1775) from 
Hateruma-jima Island.
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図2. 波照間島から得られたマダラサソリ.
Fig. 2. Isometrus maculatus (De Geer, 1778) from 
Hateruma-jima Island.
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Records of Liocheles australasiae (Fabricius, 
1775) (Hormuridae) and Isometrus maculatus 
(De Geer, 1778)(Arachnida: Scorpiones) 
from Hateruma-jima Island
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Abstract.  Two scorpion species,  Liocheles 
australasiae (Fabricius, 1775) (Hormuridae) and 
Isometrus maculatus (De Geer, 1778) (Buthidae), 
are reported from Hateruma-jima Island for the first 
time.
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